
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

新冠町家庭教育支援チーム 

（呼称：読み聞かせの会「びっくり箱」） 

  

②活動拠点 新冠町レ・コード館 図書プラザ 

③活動範囲 新冠町他 

④組織体制 
  １０ 人 

ボランティア 10 人（内１名 絵本セラピスト） 

⑤活動開始年度 昭和５６年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

新冠町教育委員会社会教育課社会教育グループ社会教育係 

（TEL） 0146-47-2106  （E-mail） sport@niikappu.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☐保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） ☐小学生（中学年） ☐小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・おはなし会 

毎月定例で乳幼児の親子や小学校低学年の児童を対象とした絵本の読

み聞かせを中心に、人形劇、紙芝居、手作り大型絵本の読み聞かせなど、

多彩なメニューをとおして、子どもたちの健やかな成長や親子のふれあいの

場を提供しています。 

 

・冬のお楽しみ会 

手作り紙芝居や大型絵本の読み聞かせのほか、手遊び歌や人形劇など

を行っています。入場無料で、誰でも参加ができ、親子で絵本を楽しむ場の

提供をしています。 

 

・各種研修会等 

地域住民はもとより、教育委員会や子育て支援センターをはじめとする町

内外の行政や学校などの各種事業者からの依頼を受けて講師等の対応を

しています。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

地域住民はもとより、教育委員会や子育て支援センターをはじめとする行

政や学校などの各種事業と深く関わり、新冠町にとってなくてはならない存

在です。 

平成 20 年に文部科学大臣表彰「子どもの読書活動優秀実践団体」、平

成 23 年に「ほっかいどう子育て応援大賞」、平成 24 年に内閣府「チャイルド

ユースサポート賞」を受賞。また、長年にわたる子育て支援活動が評価さ

れ、平成 29 年に「北海道知事感謝状」の贈呈を受けています。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                            ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （ 制作物の材料費などは新冠町図書プラザ               ） 

 


